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満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

│
│
満
鉄
農
事
試
験
場
の
業
務
と
そ
の
変
遷
│
│

湯

川

真
樹
江

は
じ
め
に

本
稿
で
は
一
九
四
五
年
以
前
の
中
国
東
北
地
方
（
表
題
お
よ
び

以
下
の
本
文
で
は
当
時
の
呼
称
に
従
い
、
満
洲
と
表
記
す
る
）
の

米
作
の
展
開
過
程
を
考
察
す
る
た
め
に
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

農
事
試
験
場
（
副
題
お
よ
び
以
下
、
満
鉄
農
事
試
験
場
と
略
記
す

る
）
の
業
務
に
着
目
し
、
そ
の
内
容
と
研
究
対
象
と
し
て
の
地
域

の
変
遷
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
1
）
。

従
来
、
栽
培
品
種
に
言
及
し
た
満
洲
米
作
研
究
に
お
い
て
は
、

朝
鮮
人
農
民
の
移
住
先
と
し
て
の
満
洲
に
お
け
る
耕
作
状
況
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実
態
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
衣
保
中
氏
は

朝
鮮
人
農
民
が
北
満
洲
へ
の
移
住
に
伴
い
、「
因
地
制
宜
」、
す
な

わ
ち
適
地
適
作
に
よ
っ
て
朝
鮮
在
来
種
か
ら
耐
寒
性
の
あ
る
日
本

種
を
選
択
し
、
水
田
開
発
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
衣
氏
は
各

地
の
地
方
志
や
満
鉄
資
料
を
博
引
し
、
耕
作
状
況
の
把
握
を
全
体

的
に
試
み
て
い
る
（
2
）
。
ま
た
具
体
的
な
品
種
名
に
触
れ
た
研
究
に
、

金
穎
氏
と
朴
敬
玉
氏
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
穎
氏
は
衣
保
中

氏
の
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
さ
ら
に
細
か
く
品
種
の
特
徴
や
栽
培
方

法
を
提
示
し
、
満
洲
米
作
が
各
地
に
広
ま
る
中
で
朝
鮮
人
農
民
の

伝
統
的
な
開
発
様
式
が
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
説
明
し
た
。
そ

し
て
朝
鮮
在
来
種
は
耐
乾
性
や
耐
病
性
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
た
め

に
収
量
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
貧
し
い
状
況
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
農

民
に
と
っ
て
「
安
全
」
な
品
種
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
3
）
。
ま
た
、

朴
敬
玉
氏
は
朝
鮮
人
農
民
の
移
住
前
後
の
居
住
地
と
取
り
寄
せ
品

種
の
内
容
（
朝
鮮
在
来
種
、
日
本
種
）
を
関
連
づ
け
て
考
察
し
、

朝
鮮
半
島
の
南
部
よ
り
水
稲
が
、
北
部
よ
り
陸
稲
が
持
ち
こ
ま
れ

た
と
述
べ
た
松
村
高
夫
氏
の
「
二
系
列
の
移
動
説
（
4
）
」
を
批
判
し
た
（
5
）
。

朴
氏
は
そ
の
考
察
の
中
で
、
栽
培
品
種
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
移
住

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開
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民
の
複
雑
な
移
住
過
程
を
経
て
も
ち
こ
ま
れ
た
と
説
明
し
、
従
来

よ
り
研
究
者
間
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
南
部
か
ら
の
直
接

的
な
水
稲
伝
搬
過
程
を
否
定
し
た
。
朴
氏
の
研
究
に
お
い
て
特
筆

す
べ
き
点
は
、
史
料
の
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
具
体
的
な
伝
搬
経

路
の
解
明
と
、
品
種
選
択
の
重
要
な
条
件
と
な
っ
た
耐
寒
温
度
を

関
連
づ
け
て
考
察
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
扱
う
満
鉄
農
事
試
験
場
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
、
日
本
の
農
業
技
術
者
が
日
本
種
を
持
ち
こ
み
、
普
及
活
動
を

行
っ
た
機
関
と
し
て
極
め
て
概
略
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
6
）
。
そ
の

た
め
そ
の
活
動
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
大
量
の
朝
鮮
人
農

民
に
よ
る
水
稲
品
種
の
持
ち
こ
み
状
況
に
比
べ
て
小
規
模
で
、
研

究
対
象
と
し
て
ほ
と
ん
ど
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か

し
満
洲
に
お
け
る
日
本
種
の
多
様
性
と
満
鉄
農
事
試
験
場
で
開
発

さ
れ
た
「
改
良
種
」
を
考
え
る
な
ら
ば
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
活

動
は
満
洲
米
作
の
重
要
な
展
開
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
（
7
）
。
そ
れ
は
満
鉄
農
事
試
験
場
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
一
九

三
一
年
ま
で
に
、
八
〇
種
以
上
の
日
本
種
が
適
否
試
験
に
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
九
四
九
年
合
江
佳
木
斯
農
事
試
験
場
で

は
満
鉄
農
事
試
験
場
の
「
改
良
種
」
で
あ
る
水
稲
の
弥
栄
、
興
国
、

国
主
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
良
種
」
と
し
て
積
極
的
に
普
及
が
促

進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
8
）
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
は
、
富
国
（
9
）
の
遺
伝
子
を
持
つ
合
江
一
一
号
が
「
優
良
品
種
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
種
の
石
狩
赤
毛
や
北
海
、
青
森

五
号
な
ど
が
人
工
交
配
の
親
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら

は
「
人
々
の
長
期
的
な
生
産
闘
争
と
科
学
実
験
の
中
で
選
抜
し
、

育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
10
）
。
従
っ
て

一
九
四
五
年
以
降
の
米
作
状
況
と
農
事
試
験
研
究
の
連
続
性
／
非

連
続
性
を
考
察
す
る
上
で
も
、
満
洲
で
の
品
種
開
発
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

栽
培
品
種
の
選
択
上
重
要
な
要
素
と
し
て
の
耐
寒
性
に
つ
い
て

も
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
技
術
員
は
そ
の
品
種
開
発
の
中
で
強
く

意
識
し
て
い
た
。「
改
良
種
」
は
そ
の
性
質
に
開
発
技
術
の
内
容

と
育
成
目
標
を
盛
り
込
ん
で
誕
生
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
満
鉄

農
事
試
験
場
で
は
そ
の
目
標
に
稲
の
成
熟
期
を
早
め
る
、
い
わ
ゆ

る
早
生
化
を
掲
げ
て
い
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
の
技
術
員
に
と
っ

て
品
種
の
耐
寒
化
は
早
生
化
を
意
味
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に

は
そ
の
研
究
業
務
の
延
長
線
上
に
満
洲
米
作
可
耕
地
域
の
北
上

（
拡
大
）
と
い
う
目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
先
行
研
究
で
は
北

満
洲
に
お
け
る
米
作
が
農
民
な
ど
の
自
主
的
な
取
り
寄
せ
に
よ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
栽
培
品
種
の
耐
寒
性
に
着

目
す
る
な
ら
ば
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
な
か
で
も
耐
寒
性
品
種
の

誕
生
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
満
洲
米
作
を
日
本
の

試
験
機
関
側
資
料
か
ら
検
証
し
、
技
術
員
が
捉
え
て
い
た
品
種
開

発
の
具
体
像
を
確
認
す
る
。
そ
れ
は
満
鉄
農
事
試
験
場
を
通
し
て

北
満
洲
に
持
ち
こ
ま
れ
た
品
種
や
、
生
み
出
さ
れ
た
「
改
良
種
」

が
満
洲
の
米
作
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
。

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
用
語
の
説
明
を
し
て
お
く
。
本
稿
で

は
従
来
よ
り
朝
鮮
人
農
民
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
品
種
を
朝

鮮
在
来
種
と
呼
ぶ
。
朝
鮮
在
来
種
に
関
し
て
は
満
鉄
農
事
試
験
場

に
よ
る
次
の
説
明
が
あ
る
。「
在
来
種
と
云
ふ
の
は
即
ち
主
に
朝

鮮
地
方
よ
り
渡
来
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
南
満
地
方
に
於
て
は
現

今
朝
鮮
人
及
支
那
人
間
に
専
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
水
稲
品
種
の

多
く
は
大
部
分
之
れ
に
属
し
て
い
る
（
11
）
」。
本
稿
で
は
在
来
種
を
朝

鮮
か
ら
来
た
も
の
と
し
て
区
別
・
識
別
す
る
た
め
、
朝
鮮
在
来
種

と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
日
本
の
原
産
種
は
そ
の
分
析
手
法
の
違
い
か
ら
、
渡
来

し
て
き
た
も
の
と
満
洲
で
開
発
を
経
た
も
の
と
区
別
が
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
日
本
か
ら
渡
来
し
性
質
の
変
わ
ら
な
い

も
の
を
日
本
種
、
満
鉄
農
事
試
験
場
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
も
の

を
「
改
良
種
」
と
呼
ぶ
（
12
）
。
そ
れ
は
満
鉄
農
事
試
験
場
の
業
務
を
把

握
す
る
上
で
必
要
な
手
続
き
と
な
る
。

概
し
て
「
改
良
種
」
は
雑
駁
性
が
取
り
除
か
れ
、
多
収
性
を
備

え
て
い
る
。
雑
駁
性
と
は
稲
が
自
然
の
ま
ま
に
栽
培
す
る
と
異
種

の
混
淆
を
お
こ
し
、
雑
駁
化
し
て
収
量
の
低
下
が
生
じ
る
性
質
を

い
う
。
そ
の
た
め
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
毎
年
人
為
的
に
優
良
な

種
子
を
選
択
し
、
そ
の
系
統
を
純
化
さ
せ
る
技
術
を
行
っ
て
い
た

（
純
系
分
離
と
呼
ぶ
）。
本
稿
の
研
究
対
象
時
期
（
一
九
一
三
年

―
一
九
四
五
年
）
に
は
こ
の
純
系
分
離
と
人
工
交
配
が
主
に
み
ら

れ
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
設
立
当
初
よ
り
純
系
分
離
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
人
工
交
配
技
術
が
導
入
さ
れ
て
以
降
（
一
九
三
〇

年
代
―
）
に
は
人
工
交
配
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
「
改
良
種
」
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
改
良
種
」
と
は
開
発
を
経
た
品
種
の
こ
と

で
あ
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
「
改
良
」
で
あ
っ
た
の
か
、
試
験
場

側
、
農
民
側
の
評
価
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
当
時
の
満
鉄

農
事
試
験
場
資
料
に
は
�
改
良
種
�
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
は
括
弧
つ
き
の
「
改
良
種
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

「
改
良
種
」
は
日
本
種
を
親
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が
中
心

で
あ
っ
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
の
技
術
員
は
「
改
良
種
」
を
日
本

種
と
似
た
性
質
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

満
洲
の
地
帯
区
分
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
に
発
行
さ
れ
た

産
業
部
農
務
司
『
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培
法
』
に
基
づ
き
米
作

可
能
地
帯
を
五
つ
に
分
類
す
る
（
13
）
。
そ
れ
は
満
洲
と
い
う
広
大
な
土

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

五
五
（
三
三
一
）



【図一】 満洲地図

典拠：高見成編『満鮮拓殖株式会社、鮮満拓殖株式会社五年史』満鮮拓植株式会社、1941年、321頁の地図および、
前掲『満洲に於ける水稲栽培法』12�15頁をもとに筆者が作成。満洲国内部で着色されていない部分（最北部より
北側）では、1940年の時点では米作の栽培が不可能となっている。また、『満洲に於ける水稲栽培法』には龍江省
の特爾伯特旗、三江省の鳳山県、綏濱県について地帯区分に関する記述がないものの、周囲の県が北部地帯である
ことから、これらの旗、県を北部として分類した。
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地
柄
に
つ
き
、
南
北
の
気
候
が
大
幅
に
異
な
る
た
め
、
稲
作
栽
培

の
成
果
が
成
熟
期
で
あ
る
九
月
の
平
均
気
温
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
起
因
す
る
（
14
）
。
九
月
の
平
均
気
温
は
早
生
種
の
育
成
に
お

い
て
も
重
要
な
目
安
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
一
九
一
〇
年
代

―
三
〇
年
代
を
考
察
す
る
と
、
稲
作
事
情
へ
の
理
解
が
容
易
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
九
月
の
平
均
気
温
が
最
南
部
で
は
一
八
度
以
上
、

南
部
で
は
一
六
・
五
度
以
上
一
八
度
以
下
、
中
部
で
は
一
五
度
以

上
一
六
・
五
度
以
下
、
北
部
で
は
一
三
・
五
度
以
上
一
五
度
以
下
、

最
北
部
で
は
一
三
・
五
度
以
下
で
あ
る
【
図
一
】。
ま
た
、
本
稿

に
お
い
て
満
洲
の
最
南
部
と
南
部
は
南
満
洲
、
中
部
は
中
満
洲
、

北
部
と
最
北
部
は
北
満
洲
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。

一

満
鉄
農
事
試
験
場
の
設
立

満
鉄
は
一
九
〇
六
年
の
創
立
当
初
よ
り
、「
満
蒙
開
拓
ノ
第
一

ノ
要
義
ハ
農
牧
業
ノ
改
良
増
殖
ヲ
図
」
り
、
農
牧
林
業
の
各
専
門

家
に
満
洲
お
よ
び
蒙
古
産
業
（
以
下
の
本
文
で
は
当
時
の
呼
称
に

従
い
、
蒙
古
と
表
記
す
る
）
の
視
察
を
委
託
、
産
業
開
発
に
関
し

て
意
見
を
徴
し
て
い
た
（
15
）
。

そ
し
て
一
九
一
三
年
、
満
洲
中
部
の
公
主
嶺
に
産
業
試
験
場
の

本
場
を
、
同
年
に
最
南
部
の
熊
岳
城
に
分
場
を
設
立
し
た
。
産
業

試
験
場
の
業
務
目
的
は
「
満
洲
重
要
農
作
物
ノ
改
良
増
殖
ニ
関
ス

ル
試
験
ト
畜
産
改
良
ニ
関
ス
ル
試
験
研
究
ヲ
行
フ
コ
ト
（
16
）
」
で
あ
り
、

公
主
嶺
の
本
場
で
は
主
に
満
洲
在
来
の
主
要
農
作
物
で
あ
る
大
豆
、

高
梁
、
粟
、
そ
の
他
の
作
物
栽
培
（
17
）
や
畜
産
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

た
。
一
方
、
熊
岳
城
の
分
場
で
は
果
樹
、
水
稲
、
蔬
菜
等
（
18
）
の
品
種

と
耕
種
法
の
改
良
、
養
蚕
と
桑
の
栽
培
に
関
す
る
試
験
が
行
わ
れ

て
い
た
。
満
洲
の
水
稲
品
種
開
発
は
、
主
に
熊
岳
城
の
分
場
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
【
図
二
】。
業
務
に
関
し
て
は
、
一
九
一
六

年
の
産
業
試
験
場
規
定
に
、「
場
長
ハ
場
務
ヲ
統
理
シ
場
員
ヲ
指

揮
監
督
ス
」（
第
三
条
）、「
場
長
ハ
毎
年
度
ニ
於
テ
試
行
ス
ヘ
キ

試
験
ノ
種
類
及
方
案
ヲ
定
メ
豫
メ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」（
第
七

条
）
と
定
め
ら
れ
、
こ
こ
で
は
場
長
が
場
員
を
指
揮
監
督
し
、
毎

年
の
業
務
の
種
類
や
方
法
を
決
め
る
際
に
は
、
場
長
の
認
可
が
必

要
で
あ
っ
た
（
19
）
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
試
験
場
は
一
九
一
八
年

に
満
鉄
会
社
分
掌
規
定
の
改
定
に
伴
い
「
農
事
試
験
場
」
と
改
称

さ
れ
る
が
、
本
場
と
分
場
の
位
置
お
よ
び
業
務
内
容
に
変
化
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
二
五
年
当
時
、
公
主
嶺
の
本
場
は
種
芸
科
、

農
芸
化
学
科
、
病
理
昆
虫
科
、
畜
産
科
、
庶
務
科
の
五
科
、
熊
岳

城
の
分
場
は
園
芸
科
、
種
芸
科
、
養
蚕
科
、
林
産
科
、
庶
務
科
の

五
科
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
（
20
）
。
公
主
嶺
本
場
は
北
緯
四
三
度

三
〇
分
、
海
抜
三
〇
〇
米
、
遼
河
と
松
花
江
の
分
水
嶺
上
に
位
置

し
、
総
面
積
は
二
一
一
万
五
二
九
五
平
方
米
、
う
ち
作
物
試
験
用

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

五
七
（
三
三
三
）



【図二】 農 業 施 設

典拠：南満洲鉄道株式会社『農事試験場要覧』1928年、9頁。1910年代の機関図が見
られないため、参考として 1928年の資料を引用した。
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地
が
四
一
万
八
〇
〇
〇
余
平
方
米
、
飼
料
作
物
植
栽
地
が
一
六
六

万
五
〇
〇
〇
余
平
方
米
、
建
物
用
地
が
五
万
二
〇
〇
〇
余
平
方
米

で
あ
っ
た
。
投
入
事
業
資
金
は
約
一
〇
〇
万
円
、
年
経
費
は
約
二

〇
万
円
、
職
員
は
三
六
名
で
あ
っ
た
（
21
）
。
熊
岳
城
分
場
は
北
緯
四
〇

度
一
三
分
、
海
抜
二
二
米
、
遼
東
半
島
の
中
間
に
位
置
し
、
総
面

積
は
四
六
万
三
〇
〇
〇
余
平
方
米
、
果
樹
、
蔬
菜
、
水
稲
等
の
栽

培
用
地
が
一
八
万
平
方
米
、
造
林
苗
木
養
成
等
林
業
に
関
す
る
試

験
用
地
が
一
五
万
平
方
米
で
あ
っ
た
。
建
物
は
事
務
所
が
一
九
五

平
方
米
、
養
蚕
室
が
一
二
九
平
方
米
、
倉
庫
が
二
〇
四
平
方
米
、

畜
舎
が
八
四
平
方
米
、
作
業
室
が
一
二
三
平
方
米
、
そ
の
他
二
三

七
平
方
米
、
投
入
資
金
は
約
五
〇
万
円
、
年
経
費
は
一
〇
万
円
、

職
員
は
二
〇
名
で
あ
っ
た
（
22
）
。
満
鉄
農
事
試
験
場
刊
行
物
に
つ
い
て

は
『
農
事
試
験
場
彙
報
』、『
農
事
試
験
場
研
究
時
報
』、『
農
事
指

導
資
料
』
等
が
あ
り
、
水
稲
に
関
し
て
は
、『
農
事
試
験
場
彙

報
』
の
第
十
二
号
「
南
満
洲
ニ
於
ケ
ル
水
稲
栽
培
ノ
研
究
」（
一

九
二
二
年
一
月
）、
第
三
十
二
号
「
南
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培

（
改
訂
）」（
一
九
三
一
年
七
月
）、
第
四
十
四
号
「
水
稲
新
品
種
育

成
報
告
�
水
稲
・
興
国
・
弥
栄
・
興
亜
に
就
て
」（
一
九
四
二
年

一
一
月
）
等
が
あ
る
。
そ
の
他
満
鉄
地
方
部
勧
業
課
か
ら
『
満
洲

の
水
田
』（
一
九
二
一
年
）、
後
身
の
農
務
課
か
ら
一
九
三
二
年
に

改
訂
版
等
が
発
行
さ
れ
（
23
）
、
技
術
員
も
学
会
の
報
告
書
や
雑
誌
『
農

業
の
満
洲
』
等
に
投
稿
を
し
て
い
た
。

研
究
機
関
と
し
て
の
農
事
試
験
場
は
、
一
八
九
三
年
に
日
本
で

初
め
て
西
ヶ
原
（
現
東
京
都
北
区
）、
金
沢
、
仙
台
、
柏
原
、
広

島
、
徳
島
、
熊
本
の
七
カ
所
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
九
年

に
は
日
本
各
府
県
に
お
い
て
農
事
試
験
場
が
設
立
さ
れ
、
一
九
〇

一
年
に
は
台
湾
総
督
府
農
事
試
験
場
が
台
北
、
台
中
、
台
南
の
三

カ
所
に
、
一
九
一
〇
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
が
水
原
に

設
立
さ
れ
た
。
満
洲
に
お
い
て
は
一
九
〇
六
年
、
関
東
都
督
府
に

よ
り
初
め
て
大
連
に
農
事
試
験
場
が
設
立
さ
れ
た
が
、
一
九
一
三

年
に
満
鉄
で
産
業
試
験
場
が
設
立
さ
れ
る
と
、
農
業
開
発
の
中
心

は
後
者
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
、
日
本
の

技
術
者
を
招
聘
、
雇
用
し
、
運
営
、
技
術
面
双
方
に
お
い
て
も
日

本
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
特
に
満
洲
、
蒙
古
地
方
の

開
発
を
担
当
し
、
品
種
開
発
技
術
の
進
展
と
と
も
に
、
そ
の
研
究

範
囲
も
ま
た
拡
大
、
細
分
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
水
稲
の
品

種
開
発
に
関
し
て
は
、
蒙
古
は
ほ
ぼ
研
究
対
象
地
域
に
入
っ
て
い

な
い
。
満
鉄
農
事
試
験
場
が
蒙
古
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
は
、

綿
羊
な
ど
の
開
発
部
門
で
あ
っ
た
。

二

一
九
一
〇
年
代
の
満
鉄
農
事
試
験
場
の
研
究
内
容

満
鉄
農
事
試
験
場
は
当
初
、
満
洲
の
気
候
に
適
し
た
品
種
を
見

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

五
九
（
三
三
五
）



つ
け
る
た
め
に
朝
鮮
や
日
本
か
ら
稲
を
取
り
寄
せ
て
適
否
検
査
を

行
っ
て
い
た
。

朝
鮮
在
来
種
を
使
用
す
る
在
来
農
法
に
つ
い
て
は
、「
満
洲
ニ

於
テ
従
来
支
那
人
、
朝
鮮
人
間
ニ
専
ラ
行
ハ
レ
タ
リ
シ
稲
作
ハ
頗

ル
幼
稚
ニ
シ
テ
品
種
ノ
選
択
ハ
固
ヨ
リ
耕
種
方
法
ノ
如
何
ニ
関
シ

テ
モ
何
等
改
良
ノ
跡
ヲ
止
メ
ス
（
24
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
満
鉄
農
事
試

験
場
の
技
術
員
は
朝
鮮
在
来
種
と
在
来
農
法
に
対
し
て
低
い
評
価

を
下
し
、
劣
っ
て
い
る
た
め
に
農
事
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
。
彼
ら
は
日
本
の
学
術
機
関
に
お
い
て
品
種
の
開
発
技
術

を
習
得
し
、
満
洲
農
業
を
指
導
す
る
た
め
に
渡
満
し
て
い
た
。
そ

の
中
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
在
来
農
業
を
否
定
し
、
欧
米
か

ら
吸
収
し
た
開
発
技
術
を
注
ぎ
込
む
姿
勢
で
あ
る
。
満
鉄
農
事
試

験
場
の
技
術
員
は
朝
鮮
在
来
種
に
対
す
る
開
発
よ
り
も
、
持
ち
こ

ん
だ
日
本
種
が
よ
り
好
条
件
で
栽
培
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

た
。
日
本
種
は
十
分
な
水
利
設
備
を
も
た
な
い
と
高
い
収
穫
量
を

発
揮
で
き
な
い
た
め
、
満
鉄
農
事
試
験
場
内
の
水
田
試
験
地
で
は

十
分
な
水
利
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
試
験
場
内
の
結
果
は
、

乾
燥
に
適
し
た
朝
鮮
在
来
種
よ
り
も
日
本
種
の
方
が
総
じ
て
良
い

と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

満
鉄
農
事
試
験
場
が
日
本
種
の
適
地
化
に
力
を
注
い
だ
の
に
は

次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。「
我
国
ノ
米
価
カ
高
低
常
ナ
ク
シ

テ
国
民
生
活
ノ
基
礎
ヲ
不
安
ナ
ラ
シ
ム
ル
原
因
ハ
一
般
食
料
ノ
不

足
ニ
ヨ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
レ
ト
モ
其
直
接
原
因
ハ
日
本
内
地
米
カ
世

界
共
通
市
場
品
タ
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
需

要
多
ク
シ
テ
供
給
之
ニ
伴
ハ
サ
ル
モ
容
易
ニ
之
カ
代
用
米
ヲ
得
難

ク
…
…
経
済
上
並
ニ
嗜
好
上
ノ
関
係
等
ヨ
リ
考
慮
セ
ハ
日
本
内
地

米
ト
品
質
相
似
タ
ル
米
ノ
生
産
ヲ
植
民
地
或
ハ
隣
接
ノ
地
方
ニ
於

テ
増
進
ス
ル
ノ
手
段
ニ
出
ツ
ル
ヲ
以
テ
上
乗
ノ
策
ト
ナ
ス
ヘ
シ
」、

「
之
ヨ
リ
生
産
セ
ラ
ル
ル
米
ハ
新
ナ
ル
日
本
米
ノ
代
用
品
ト
シ
テ

歓
迎
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ハ
蓋
シ
疑
ナ
キ
所
ナ
リ
（
25
）
」（
一
九
一
八
年
）。
こ

の
よ
う
に
、
満
洲
の
米
は
日
本
の
米
穀
経
済
を
補
填
す
る
役
割
を

持
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
、
満
鉄
農
事
試
験
場
内
の
品
種
開
発
は
こ

う
し
た
目
的
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

日
本
種
が
選
択
さ
れ
た
の
も
、
日
本
人
の
嗜
好
に
合
う
た
め
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
研
究
は
必
ず
し
も
現
地
の
環
境
と
現
地
農
民

に
適
し
た
栽
培
方
法
を
発
見
す
る
と
い
う
方
向
性
を
も
た
ず
、
日

本
種
の
性
質
に
合
わ
せ
た
栽
培
法
の
発
見
な
ど
に
力
が
注
が
れ
て

い
た
。
以
下
、
そ
の
具
体
的
な
試
験
内
容
を
見
て
い
く
。

一
九
一
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
試
験
の
目
的
は
「
各
品
種
ノ
特
性

ヲ
調
査
ス
ル
ト
同
時
ニ
南
満
洲
ノ
風
土
ニ
適
ス
ル
品
種
ヲ
選
択
発

見
（
26
）」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
取
り
寄
せ
ら
れ
た
稲
は
以
下

史
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の
と
お
り
で
あ
る
。【
表
一
】

こ
こ
で
取
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
品
種
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
種
で
、

な
か
で
も
日
本
の
東
北
地
方
の
品
種
が
多
い
。
南
満
洲
の
気
候
を

考
慮
し
た
上
で
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
在
来
種
は
白
旱
租

と
赤
大
邱
租
の
二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
適
否
試
験
を
経
て
次

の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。「
以
上
累
年
ノ
成
績
ヲ
比
較
対
象

ス
ル
ニ
亀
ノ
尾
ハ
依
然
第
一
位
ヲ
占
ム
ル
ヲ
見
ル
モ
他
ハ
多
少
趣

ヲ
異
ニ
シ
金
子
、
豊
国
、
早
生
大
野
等
優
良
ト
認
メ
ラ
ル
、
之
等

ハ
何
レ
モ
二
石
五
斗
以
上
ノ
平
均
収
量
ヲ
示
セ
リ
、
之
ヲ
以
テ
ス

レ
ハ
一
段
歩
ニ
二
石
平
均
ノ
収
量
ヲ
挙
グ
ル
ハ
易
々
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
日
本
内
地
府
県
ニ
於
ケ
ル
試
験
成
績
ニ
比
ス
ル
モ
敢
テ
遜
色

ヲ
見
ス
、
即
南
満
ノ
米
作
ガ
実
際
ノ
試
験
ニ
於
テ
甚
有
望
ナ
ル
コ

ト
ヲ
知
ル
ニ
足
ル
ヘ
シ
（
27
）
」。
こ
の
試
験
で
は
南
満
洲
に
お
け
る
日

本
種
栽
培
の
可
能
性
を
評
価
し
て
い
た
。

ま
た
満
鉄
農
事
試
験
場
は
長
春
地
方
事
務
所
（
28
）
に
お
い
て
も
適
否

試
験
を
行
っ
て
い
る
。
長
春
は
熊
岳
城
よ
り
も
北
側
の
中
満
洲
に

位
置
す
る
た
め
、
よ
り
耐
寒
性
の
強
い
品
種
を
用
い
て
い
た
。
試

験
の
目
的
は
「
各
品
種
ノ
生
育
、
収
量
、
品
質
、
特
性
等
ヲ
調
査

ス
ル
ト
共
ニ
北
満
ニ
近
キ
当
長
春
地
方
ニ
適
ス
ル
優
良
品
種
ヲ
発

見
ス
ル
（
29
）
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
取
り
寄
せ
先
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

【表一】 満鉄農事試験場熊岳城分場の品種試験概要

典拠：前掲『南満洲米作概況』産業資料（其一〇）50頁および 52�54頁の「収量成績」表を参考にして作成。
本表では 52�54頁の表で試験結果が初めて出ている年を試験開始年とした。
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る
。【
表
二
】

こ
の
試
験
で
も
朝
鮮
在

来
種
は
少
な
く
、
北
海
道

か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
品

種
が
目
立
つ
。
中
満
洲
長

春
地
方
で
の
栽
培
に
対
応

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
適

否
試
験
の
結
果
、
ま
と
め

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
南
部
ニ
於
テ

ハ
亀
ノ
尾
、
早
生
大
野
等

ヲ
可
ト
シ
、
奉
天
、
鉄
嶺

地
方
ニ
於
テ
ハ
衣
笠
早
生
、

関
山
、
早
生
大
野
等
ヲ
可

ト
シ
北
部
地
方
ニ
於
テ
ハ

札
幌
赤
毛
、
井
越
早
生
等

ハ
優
良
ノ
適
種
ナ
ル
コ
ト

ヲ
知
ル
ヲ
得
タ
リ
（
30
）
」。
こ

こ
で
も
「
優
良
」
と
評
価

さ
れ
る
品
種
が
日
本
種
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か

ら
わ
か
る
こ
と
は
、
熊
岳
城
（
南
満
洲
）
と
長
春
（
中
満
洲
）
に

お
け
る
適
応
品
種
は
日
本
種
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
朝
鮮
在
来
種
は
ほ
と
ん
ど
試
験
に
使
用
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら

比
較
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
印
象
が
あ
る
。
当
試
験
結
果
か
ら
、

満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
南
、
中
満
洲
に
お
け
る
日
本
種
栽
培
の
可

能
性
を
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
地
に
比
べ
て
厳
し
い
寒
さ

と
乾
燥
が
特
徴
で
あ
る
満
洲
で
は
、
当
初
日
本
種
の
栽
培
が
難
し

い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
結
果
報
告

で
は
日
本
種
栽
培
の
可
能
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
試
験
で
南
、
中
満
洲
で
の
適
応
品
種
が

模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
満
鉄
付
属
地
内
に
お
け
る
栽
培
を
視

野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
は
日
本
人
経
営

の
会
社
農
場
を
中
心
に
適
応
品
種
を
配
布
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は

充
分
な
灌
漑
設
備
を
持
つ
農
場
に
お
い
て
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
付
属
地
内
に
設
立
さ
れ
た
勝
弘
農
場
で
は
、
貯
水
池
を
開

鑿
し
足
踏
車
を
以
て
揚
水
す
る
か
、
井
戸
を
穿
ち
石
油
発
動
機
に

よ
っ
て
遠
心
力
啣
筒
を
回
転
さ
せ
て
揚
水
を
行
っ
て
い
た
（
31
）
。
そ
れ

は
満
洲
の
乾
燥
し
た
気
候
の
中
で
は
、
湿
潤
気
候
に
適
応
し
た
日

本
種
を
栽
培
す
る
た
め
に
充
分
な
灌
漑
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
一
方
、
朝
鮮
在
来
種
は
河
川
か
ら
の
水
の
引
き
込
み

等
に
よ
る
自
然
灌
漑
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
、
施
肥
を
行
わ
な
い

【表二】 長春地方事務所品種試験概要

典拠：前掲『南満洲米作概況』産業資料（其一〇）62頁および 65�66頁の「収量成績」表を参考にして作成。
本表で 65�66頁の表（直播）で試験結果が初めて出ている年を試験開始年とした。
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「
粗
放
」
な
も
の
で
あ
っ
た
（
32
）
。
一
九
一
〇
年
代
、
朝
鮮
人
農
民
の

多
く
は
朝
鮮
在
来
種
を
栽
培
し
て
い
た
。
経
済
的
に
も
窮
乏
状
況

に
あ
っ
た
朝
鮮
人
農
民
に
は
、「
粗
放
」
な
栽
培
が
適
し
て
い
た
。

な
お
、
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
適
否
試
験
の
ほ
か
に
、
日
本
種

の
亀
ノ
尾
、
早
生
大
野
を
用
い
て
純
系
分
離
を
行
っ
て
い
る
。
結

果
は
も
っ
と
も
多
収
性
に
優
れ
た
種
子
が
選
別
さ
れ
、
亀
ノ
尾
一

一
二
号
は
万
年
、
早
生
大
野
四
九
号
は
大
原
と
命
名
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
「
改
良
種
」
は
一
九
二
五
年
に
奨
励
品
種
と
な
っ
て
い
る
。

三

一
九
二
〇
年
代
の
満
鉄
農
事
試
験
場
の
研
究
内
容

一
九
一
〇
年
代
、
朝
鮮
在
来
種
は
劣
っ
た
も
の
と
し
て
見
ら
れ

て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
も
、
満
鉄
農
事
試
験
場
は
朝
鮮
在
来

種
に
対
し
て
低
い
評
価
を
下
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
「
幼
稚
」
と

い
っ
た
表
現
に
加
え
て
、「
満
洲
に
栽
培
せ
ら
る
ゝ
品
種
は
頗
る

雑
駁
に
し
て
優
劣
相
錯
綜
せ
る
…
…
概
し
て
草
丈
長
く
又
成
熟
期

に
於
て
落
粒
し
易
く
随
つ
て
風
害
を
被
る
こ
と
多
き
等
の
缺
点
あ

り
。
然
れ
ど
も
品
質
収
量
良
好
な
る
も
の
少
な
か
ら
ず
（
33
）
」（
一
九

二
一
年
）、「
耕
作
法
の
幼
稚
に
し
て
栽
培
せ
ら
る
ゝ
在
来
種
は
品

質
粗
悪
に
し
て
収
量
劣
等
な
る
を
免
れ
ず
（
34
）
」（
一
九
二
八
年
）
な

ど
、
よ
り
具
体
的
な
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代

に
は
一
九
一
〇
年
代
に
見
ら
れ
た
在
来
農
法
に
対
す
る
表
面
的
な

批
判
だ
け
で
な
く
、
よ
り
品
種
の
特
徴
に
目
を
向
け
た
意
見
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
欠
点
の
み
な
ら
ず
、
長
所
に
も
着
目
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
在
来
種
の
雑
駁
さ
は
、
純
系
分
離
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
に
由
来
し
た
。
し
か
し
一
九
一
〇
年
代
に
比
べ
て
、

満
鉄
農
事
試
験
場
内
で
は
朝
鮮
在
来
種
へ
の
評
価
が
な
さ
れ
て
お

り
、
一
九
二
八
年
に
は
こ
れ
ら
の
「
改
良
」
に
努
め
、
純
系
分
離

に
よ
り
優
良
品
種
の
育
成
も
行
わ
れ
て
い
る
（
35
）
。
こ
の
こ
ろ
朝
鮮
在

来
種
に
対
す
る
「
改
良
」
や
、
供
試
品
種
と
し
て
の
使
用
が
少
し

ず
つ
見
ら
れ
た
。
満
鉄
農
事
試
験
場
に
お
け
る
農
業
開
発
に
つ
い

て
見
て
み
る
と
、
一
九
一
〇
年
代
は
南
、
中
満
洲
の
気
候
に
適
し

た
日
本
種
の
発
見
に
、
一
九
二
〇
年
代
は
一
九
一
〇
年
代
に
続
き
、

南
、
中
満
洲
に
適
す
る
日
本
種
の
発
見
と
朝
鮮
在
来
種
を
含
め
た

品
種
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
適
応
品
種
の
発
見
は
主
に
日
本
種
を

持
ち
こ
み
、
調
査
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
品
種
に
対
す
る
開
発

で
は
純
系
分
離
が
行
わ
れ
、
よ
り
多
収
性
を
備
え
た
品
種
が
選
択

さ
れ
た
。
先
ほ
ど
確
認
し
た
一
九
一
八
年
の
資
料
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
、
内
地
の
経
済
状
況
を
意
識
し

な
が
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
次
の
表
で
は
一
九
一
三
年
か

ら
一
九
三
一
年
ま
で
行
わ
れ
た
適
否
試
験
品
種
の
内
容
を
確
認
で

き
る
【
表
三
の
一
】。
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【表三 A】 1913年から 1931年までの適否試験品種
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典拠：中本保三編『農事試験場業績 熊岳城分場編』南満洲鉄道株式会社農事試験場、1935年、186�192頁より作
成。本資料は「当場に於て当地方に最適する品種を知らんがため各地方より各品種を移入し試験せる結果を表示」
したものである。そこで、筆者は表中より収量結果が出ている年（「未成熟」を含む）を品種の試験年とみなした。
本資料では亀之尾と書かれているが、他の史料には亀ノ尾と記されているため、本表でも亀ノ尾と表記した。

【表三 B】 1913年から 1931年までの適否試験品種数 （単位：種）

典拠：前掲『農事試験場業績 熊岳城分場編』186�192頁より作成。
括弧の中は試験品種の数を表す。
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満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
は
一
九
一
三
年
に
設
立
さ
れ
（
36
）
、

水
稲
試
験
地
は
一
九
二
二
年
と
一
九
二
八
年
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。

【
表
三
の
二
】
は
【
表
三
の
一
】
で
見
ら
れ
る
品
種
の
数
を
グ
ラ

フ
に
か
え
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
試
験
地
拡
張
の
翌
年
に
試
験

品
種
の
大
幅
な
増
加
が
確
認
で
き
る
。
内
地
で
は
一
九
一
八
年
に

米
騒
動
、
一
九
二
〇
年
に
は
朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
が
実
施
さ
れ
、

一
九
二
九
年
に
は
世
界
恐
慌
が
お
き
て
い
る
。
し
か
し
、
内
地
の

米
穀
需
要
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
取
り
扱
っ
た
資

料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
表
か
ら
直
接
的
な
関
係
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
各
年
の
試
験
内
容
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
満
洲
で
生
産

さ
れ
た
米
は
主
に
現
地
に
て
消
費
さ
れ
、
米
の
需
要
は
年
々
増
加

し
て
い
た
（
38
）
。
米
の
輸
入
は
朝
鮮
や
台
湾
、
中
国
大
陸
な
ど
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
各
種
試
験
は
内

地
を
意
識
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
影
響
の
及
ぶ
範
囲
は
あ
く
ま

で
も
満
洲
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
年
に
は
満
鉄
農
事
試
験
場
に
お
い
て
初
め
て
の
人
工

交
配
試
験
が
行
わ
れ
た
。「
満
洲
中
部
地
方
並
び
に
南
部
地
方
に

適
応
す
る
優
良
品
種
を
育
成
」
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
次
の
品
種

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
（
39
）
。
二
重
下
線
は

「
改
良
種
」、
太
字
は
朝
鮮
在
来
種
、
他
の
字
は
日
本
種
を
指
し
て

い
る
（
40
）
。【
表
四
】

『
農
事
試
験
場
業
績

熊
岳
城
分
場
編
』
に
あ
る
二
一
種
類
の

人
工
交
配
試
験
中
、
朝
鮮
在
来
種
の
京
租
が
掛
け
合
わ
さ
れ
て
い

る
の
は
五
種
類
で
あ
る
。
人
工
交
配
の
掛
け
合
わ
せ
に
も
朝
鮮
在

来
種
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
っ

て
そ
の
耐
乾
性
と
粗
放
栽
培
に
強
い
性
質
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
朝
鮮
在
来
種
と
「
改
良
種
」
の
掛
け
合
わ
せ
で
あ
る
京
租

×
万
年
（
亀
ノ
尾
か
ら
選
出
）
か
ら
は
熊
一
号
が
誕
生
し
て
い
る
。

熊
一
号
は
次
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
。

熊
岳
城
農
試
に
於
て
万
年
と
京
租
と
の
人
工
交
配
を
行
ひ
、

雑
種
第
五
代
以
後
満
鉄
撫
順
採
種
田
に
於
て
選
抜
育
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
嘉
笠
に
比
し
出
穂
期
は
大
差
な
き
も
成
熟
は

数
日
遅
い
。
草
丈
中
位
で
稈
粗
剛
、
中
芒
を
有
し
米
質
良
好

で
収
量
も
多
い
。
特
性
は
京
租
に
類
似
す
る
も
倒
伏
及
脱
粒

の
虞
れ
無
く
京
租
に
更
る
べ
き
品
種
で
あ
る
。
南
部
地
帯
に

適
す
る
（
41
）

時
期
を
比
較
し
た
嘉
笠
は
中
満
洲
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
熊
一
号
は
嘉
笠
よ
り
も
成
熟
が
数
日
遅
い
こ
と
か
ら
、
中

満
洲
よ
り
も
温
暖
な
地
域
で
の
栽
培
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
性

質
を
比
較
し
た
も
の
に
朝
鮮
在
来
種
の
京
租
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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京
租
よ
り
も
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

熊
一
号
は
「
南
部
地
帯
に
属
す
る
」
品
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
中
部
」、「
南
部
」
向
け
品
種
の
育
成
を
挙
げ
て
い
た
当
初
の
目

的
に
も
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
始
め
ら

れ
た
試
験
研
究
は
南
、
中
満
洲
を
対
象
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
九
二
八
年
、
満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
の
技
師
小
島
清

重
郎
は
、
南
部
か
ら
中
北
部
地
方
を
対
象
に
し
た
品
種
の
開
発
を

始
め
た
（
42
）
。
以
下
は
当
時
の
様
子
を
述
べ
た
彼
の
回
想
録
で
あ
る
。

先
ず
満
洲
に
お
け
る
稲
作
の
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
と
、

当
時
極
め
て
少
な
い
既
存
の
資
料
、
先
輩
の
口
伝
等
に
よ
り
、

水
田
総
面
積
は
約
七
万
ｈ
ａ
弱
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の

他
栽
培
品
種
の
分
布
状
況
、
耕
作
方
法
等
を
知
り
、
そ
れ
に

基
い
て
計
画
を
立
て
た
。
そ
こ
で
南
部
地
帯
向
き
の
品
種
は
、

先
輩
並
び
に
当
時
伊
藤
栄
之
祐
氏
、
北
沢
益
一
郎
氏
等
に
よ

っ
て
、
日
本
種
の
品
種
試
験
に
よ
り
奨
励
品
種
が
定
め
ら
れ

普
及
に
努
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
地
帯
は
ひ
と
先
づ
（
43
）
措

き
、
当
時
比
較
的
水
田
面
積
が
多
く
、
又
将
来
開
田
可
能
面

積
の
多
い
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
適
応
品
種
に
恵
ま
れ
て
い

な
い
中
北
部
を
目
標
と
し
、
人
工
交
配
に
よ
る
育
種
計
画
を

立
て
た
（
44
）
。

【表四】 人工交配品種の組み合わせ

典拠：前掲『農事試験場業績 熊岳城分場編』185�186頁より作成。
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小
島
は
こ
の
地
帯
に
栽
培
す
べ
き
品
種
が
少
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
中
北
部
向
け
品
種
の
開
発
に
着
手
し
て
い
る
。
新
た
に

適
応
品
種
を
育
成
す
る
と
い
う
技
術
者
ら
し
い
動
機
が
見
ら
れ
る
（
45
）
。

し
か
し
小
島
は
次
の
よ
う
に
上
司
か
ら
反
対
を
受
け
た
。

当
時
満
鉄
農
試
で
は
、
毎
年
度
始
め
に
方
案
会
議
（
各
場
長
、

部
長
、
科
長
等
一
堂
に
相
寄
り
、
前
年
度
の
試
験
研
究
結
果

の
報
告
、
並
び
に
新
年
度
の
計
画
案
を
検
討
す
る
会
議
）
が

行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
水
稲
の
交
配
育
種
に
関
し
て
は

本
場
の
部
長
か
ら
、
目
標
を
中
南
部
に
お
き
、
漸
次
北
部
に

進
め
る
よ
う
、
又
交
配
の
組
合
せ
数
が
多
い
か
ら
減
ら
せ
等
、

幾
多
の
制
約
に
遭
っ
た
（
46
）
。

こ
こ
で
の
「
方
案
会
議
」
は
産
業
試
験
場
規
定
の
第
三
条
と
第

七
条
に
定
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
「
認
可
」
を
受
け
る
た
め
の
作

業
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
一
九
一
〇
年
代
よ

り
南
、
中
満
洲
で
米
作
の
可
否
を
確
認
し
て
い
た
。
試
験
研
究
の

流
れ
か
ら
み
る
と
、
小
島
の
計
画
は
少
し
時
期
尚
早
に
も
見
え
る
。

会
議
で
の
反
対
は
、
人
工
交
配
に
対
し
て
「
自
信
を
持
ち
得
な
か

っ
た
」
こ
と
、
満
洲
の
稲
作
は
内
地
の
「
稲
作
農
家
の
脅
威
に
な

り
は
し
な
い
か
と
の
疑
念
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
小
島
の
中
北
部
向
け
品
種
開
発
の
計
画
は
幾
多
の
困

難
に
あ
っ
た
（
47
）
。

し
か
し
彼
は
「
満
洲
で
の
稲
作
の
振
興
は
緊
急
を
要
し
、
そ
の

た
め
に
は
交
配
育
種
が
先
決
だ
と
の
考
え
は
替
え
難
い
の
で
、
不

本
意
な
が
ら
北
部
地
帯
向
け
の
も
の
は
非
公
式
に
蔭
で
計
画
通
り

推
し
進
め
」
た
（
48
）
。

小
島
の
北
部
地
帯
向
け
品
種
開
発
は
「
非
公
式
」
に
て
始
め
ら

れ
た
が
、
多
数
の
「
有
望
系
統
」
の
出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は

「
正
規
の
扱
い
」
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
（
49
）
。
一
九
三
二
年
、
試

験
場
で
は
北
部
向
け
品
種
誕
生
に
向
け
て
期
待
が
み
ら
れ
て
い
る
（
50
）
。

そ
し
て
小
島
は
人
工
交
配
着
手
か
ら
六
年
後
の
一
九
三
四
年
よ
り
、

実
際
に
「
中
北
部
」
向
け
品
種
を
誕
生
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
は
坊
主
一
号
と
秋
田
一
号
の
交
配
で
誕
生
し
た
興
国
（
一

九
三
四
年
）
と
弥
栄
（
一
九
三
五
年
）、
坊
主
二
号
と
中
生
愛
国

の
交
配
で
誕
生
し
た
興
亜
（
一
九
三
五
年
）
と
国
主
（
一
九
三
六

年
）
で
あ
っ
た
（
51
）
。

興
国
「
出
穂
期
は
北
海
（
52
）
と
略
等
し
く
、
成
熟
期
は
幾

分
遅
れ
る
。
草
丈
、
分
蘖
共
に
北
海
と
大
差
な
く
稍
短
稈

で
多
蘖
で
あ
る
。
一
穂
の
粒
数
は
北
海
よ
り
も
可
成
り
多

い
。
稈
は
細
い
が
強
く
倒
伏
の
虞
れ
が
少
い
。
中
芒
を
有

し
、
芒
色
は
出
穂
当
時
紅
色
で
あ
つ
て
成
熟
後
褐
色
と
な

る
。
稲
熱
病
に
対
す
る
耐
病
性
は
可
成
り
強
い
（
53
）
」。

史
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弥
栄
「
出
穂
期
、
成
熟
期
は
興
国
よ
り
も
一
―
二
日

遅
い
。
草
丈
、
分
蘖
、
一
穂
の
粒
数
等
興
国
と
大
差
な
く
、

黄
白
色
の
長
芒
を
有
す
る
。
稈
は
興
国
に
比
し
稍
弱
き
も

北
海
よ
り
は
可
成
り
強
い
。
稲
熱
病
に
対
す
る
耐
病
性
は

幾
分
興
国
に
劣
る
も
可
成
り
強
い
（
54
）
」。

興
亜
「
出
穂
期
は
満
洲
中
部
地
帯
の
代
表
的
品
種
た

る
田
泰
と
略
等
し
く
、
成
熟
期
は
二
、
三
日
早
い
。
稈
は

田
泰
に
比
し
稍
短
く
、
よ
り
太
く
強
剛
で
あ
つ
て
可
成
り

の
多
肥
で
も
倒
伏
の
虞
れ
が
な
い
。
分
蘖
力
は
田
泰
と
大

差
な
く
中
位
で
あ
る
。
穂
は
稍
大
き
く
黄
白
色
の
中
芒
を

有
す
る
。
稲
熱
病
に
対
す
る
耐
病
性
は
中
位
で
あ
る
（
55
）
」。

国
主
「「
国
主
」
は
熟
期
、
北
海
と
坊
主
六
号
と
の
中

間
に
位
す
る
早
生
種
で
あ
る
。
短
稈
多
蘖
で
あ
つ
て
倒
伏

の
虞
れ
な
く
、
黄
白
色
の
短
芒
を
有
し
、
稲
熱
病
発
生
地

に
於
け
る
試
験
成
績
に
よ
れ
ば
該
病
に
対
す
る
抵
抗
性
は

相
当
強
き
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
。
玄
米
は
小
粒
中
形
に
し

て
飴
色
を
呈
し
、
品
質
良
好
で
あ
る
（
56
）
」。

新
た
に
生
ま
れ
た
「
改
良
種
」
の
う
ち
、
北
部
に
栽
培
さ
れ
る

北
海
に
成
熟
期
が
近
い
の
は
興
国
、
弥
栄
、
国
主
で
あ
る
。
興
亜

は
中
部
地
帯
の
田
泰
よ
り
も
成
熟
が
少
し
早
い
た
め
（
57
）
、
田
泰
よ
り

も
北
部
（
寒
冷
地
域
）
で
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「
改
良
種
」
は
中
部
（
田
泰
よ
り
北
側
）
か
ら
北
部
（
北
海
よ
り

も
南
側
）
ま
で
を
適
応
地
域
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
種
は
中

北
部
向
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
同
じ
こ
ろ
に
人
工
交
配
に
て
育
成
さ
れ
た
熊
一
号
（
京

租
×
万
年
）
は
、
南
満
洲
で
の
栽
培
に
適
し
た
「
改
良
種
」
で
あ

る
。
こ
の
品
種
は
南
、
中
満
洲
地
帯
向
け
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
、

一
九
三
五
年
の
『
農
事
試
験
場
業
績

熊
岳
城
分
場
編
』
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
熊
一
号
は
中
南
部
向
け
品
種
の
特
徴
を
持
っ
て
お

り
、
開
発
当
時
よ
り
公
式
の
部
類
に
属
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。『
農
事
試
験
場
業
績

熊
岳
城
分
場
編
』
で
は
満
鉄
農
事
試

験
場
の
組
織
と
し
て
の
業
務
内
容
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
報
告
資

料
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

四

一
九
三
〇
年
代
と
一
九
四
〇
年
代
の

満
鉄
農
事
試
験
場
の
研
究
内
容

一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
満
鉄
農
事
試
験
場
は
満
洲
国
に
移
管

さ
れ
、
国
立
農
事
試
験
場
と
改
称
さ
れ
た
（
58
）
（
本
稿
で
は
便
宜
上
一

貫
し
て
満
鉄
農
事
試
験
場
と
呼
ぶ
（
59
）
）。
権
益
が
拡
大
し
、
満
鉄
農

事
試
験
場
は
北
満
洲
の
各
地
（
佳
木
斯
、
ハ
ル
ビ
ン
、
克
山
）
に

も
試
験
場
を
設
置
し
た
。
新
た
に
設
立
さ
れ
た
三
支
場
は
北
満
洲

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開
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に
お
け
る
東
部
、
中
央
部
、
西
部
を
管
轄
地
域
と

し
て
お
り
、
各
地
の
環
境
条
件
に
よ
り
密
接
な
研

究
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
に
満
鉄

農
事
試
験
場
の
組
織
形
態
も
公
主
嶺
の
本
場
を
頂

点
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
再
編
成
さ
れ
、
各
支
場
に

お
け
る
育
種
が
系
統
的
に
行
わ
れ
た
【
図
三
】

【
図
四
】。【
図
四
】
に
見
ら
れ
る
新
設
の
試
験
場

は
、
朝
鮮
人
農
民
の
北
上
に
伴
い
拡
大
し
た
北
満

洲
の
米
作
地
域
に
位
置
し
て
い
る
【
図
五
】。
業

務
体
系
の
再
編
を
経
て
、
満
鉄
農
事
試
験
場
は
北

部
の
米
作
状
況
を
よ
り
身
近
に
把
握
す
る
こ
と
が

容
易
と
な
っ
た
。

な
お
、
満
洲
国
で
は
一
九
三
六
年
に
満
洲
開
拓

移
民
推
進
計
画
が
決
議
さ
れ
、
一
九
三
七
年
に
産

業
開
発
五
カ
年
計
画
が
実
施
さ
れ
た
。
満
洲
国
農

業
政
策
審
議
委
員
会
で
は
満
洲
国
農
業
政
策
綱
要

が
決
め
ら
れ
、
農
業
資
源
開
発
を
行
う
た
め
に
、

外
国
に
依
存
し
が
ち
で
あ
っ
た
農
作
物
の
自
給
と

輸
出
農
産
物
の
増
大
が
目
指
さ
れ
た
。
米
は
積
極

的
に
増
産
の
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、

満
洲
農
業
学
会
が
設
立
さ
れ
、
日
本
の
農
学
者
と

【図三】 満洲水稲育種組織一覧

典拠：日満農政研究会新京事務局『満洲ニ於ケル水稲品種育成増殖並ニ普及ニ関スル研究』日満農政研究報告四四
輯（技ノ二一）、1943年、32頁より作成。Fは世代を表し、F 3は第 3世代となる。
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【図四】 満洲水稲育種組織図

典拠：前掲『満洲ニ於ケル水稲品種育成増殖並ニ普及ニ関スル研究』35頁をもとに筆者が作成。

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

七
一
（
三
四
七
）



【図五】 満洲における米の分布

典拠：南満洲鉄道株式会社総裁室弘報課『満洲農業図誌』非凡閣、1941年、194頁をもとに筆者が作成。

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

七
二
（
三
四
八
）



満
洲
国
の
官
僚
、
技
術
員
が
各
農
業
に
つ
い
て
研
究
報
告
を
し
た
。

日
満
農
政
研
究
会
（
60
）
は
農
学
界
の
中
心
人
物
を
集
め
、
日
本
と
満
洲

の
農
業
方
針
等
に
つ
い
て
議
論
し
た
（
61
）
。
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
こ

う
し
た
変
化
に
伴
い
、
一
九
三
六
年
に
は
中
北
部
向
け
品
種
の
興

亜
、
興
国
、
弥
栄
が
奨
励
品
種
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

小
島
も
一
九
三
八
年
に
熊
岳
城
農
事
試
験
場
長
に
昇
進
し
た
（
62
）
。

満
洲
に
お
け
る
米
穀
需
要
の
拡
大
に
伴
い
、
一
九
三
〇
年
代
か

ら
続
い
て
一
九
四
〇
年
代
で
も
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
北
満
洲
に

適
し
た
品
種
の
開
発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
満
鉄
農
事
試

験
場
は
業
務
形
態
の
再
編
を
経
て
、
以
前
よ
り
も
満
洲
全
土
の
耕

作
環
境
に
適
合
す
る
品
種
を
合
理
的
に
育
成
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
た
が
、
そ
こ
で
は
「
優
良
」
な
品
種
を
各
地
に
送
り
込
む
こ
と

が
目
的
の
ひ
と
つ
に
あ
っ
た
。【
表
五
】
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

奨
励
品
種
は
日
本
種
と
「
改
良
種
」
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
日
満

農
政
研
究
会
で
は
現
地
の
評
価
を
記
録
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
普
及

の
予
測
を
立
て
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
興
国
、
弥
栄
な
ど
の
「
改

良
種
」
も
普
及
の
目
標
に
定
め
ら
れ
、
増
産
に
向
け
た
新
た
な
米

作
像
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
業
務
は
さ
ら
な
る
米
作
可
耕
地
域
の
北
上
を
目
指
し
て

い
た
。
一
九
四
三
年
、
日
満
農
政
研
究
会
で
は
こ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
最
北
満
（
黒
河
省
ノ
北
緯
五
十
度
以
北
、
興
安
北
省

及
興
安
東
省
ノ
大
部
分
）
ハ
現
在
水
稲
栽
培
ハ
行
ハ
レ
ザ
ル
モ
極

早
生
種
ヲ
育
成
シ
将
来
水
稲
作
ヲ
可
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
ハ
豊

富
ナ
ル
水
系
ヲ
利
用
シ
広
大
ナ
ル
未
開
墾
地
ヲ
開
キ
水
田
ト
シ
テ

利
用
シ
得
ベ
シ
。
之
等
育
種
ハ
現
在
品
種
ヨ
リ
モ
今
少
シ
早
生
種

ヲ
創
リ
出
ス
コ
ト
ニ
ヨ
リ
之
等
ノ
地
域
ヲ
シ
テ
可
能
圏
内
ニ
包
含

セ
シ
メ
得
ル
モ
ノ
ト
推
定
セ
ラ
ル
（
63
）
」。
ま
た
満
鉄
農
事
試
験
場
に

お
い
て
も
、
北
満
洲
に
お
け
る
支
場
を
設
立
し
て
か
ら
、
さ
ら
な

る
極
早
生
品
種
の
育
成
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
の
品
種
よ
り
も
さ

ら
に
早
生
の
稲
を
生
み
出
し
、
米
作
可
耕
地
域
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
政
策
を
基
に
研
究
、
開
発
を
し
つ

づ
け
る
満
鉄
農
事
試
験
場
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
文
章

は
小
島
清
重
郎
で
は
な
く
、
同
じ
く
水
稲
開
発
に
従
事
し
て
い
た

他
の
技
術
員
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
（
64
）
。
こ
の
こ
ろ
に
は
小
島
だ

け
で
な
く
、
他
の
満
鉄
農
事
試
験
場
技
術
員
た
ち
も
寒
冷
地
帯
向

け
の
品
種
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
満
鉄
農
事
試
験
場
で
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
組

織
的
に
米
作
可
耕
地
域
の
拡
大
を
目
指
し
た
。
技
術
開
発
の
流
れ

を
み
る
と
、
一
九
一
〇
年
代
は
南
、
中
満
洲
の
気
候
に
適
し
た
日

本
種
の
発
見
、
一
九
二
〇
年
代
は
一
九
一
〇
年
代
に
続
い
て
、
南
、

中
満
洲
に
適
す
る
日
本
種
の
発
見
と
朝
鮮
在
来
種
を
含
め
た
品
種

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

七
三
（
三
四
九
）



【表五】 品種ノ批評ト普及ノ見込

典拠：前掲『満洲ニ於ケル水稲品種育成増殖並ニ普及ニ関スル研究』7�9頁。
これらの品種はすべて日本種、または改良種である。

史

学

第
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〇
巻

第
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号
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（
三
五
〇
）



の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
一
九
二
八
年
に
水
稲
の
人
工
交
配
が

開
始
さ
れ
て
以
降
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
北
満
洲
に
適
し
た
品
種

の
開
発
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
さ
ら
な
る
米
作
可
耕
地
域
の
北
上

を
目
指
し
た
耐
寒
性
品
種
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
地
理
的
に
は
一

九
二
〇
年
代
ま
で
は
南
、
中
満
洲
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
は
北
満

洲
に
お
け
る
試
験
研
究
が
そ
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
そ
う
し
た

背
景
に
は
満
洲
国
の
設
立
に
伴
う
社
会
的
な
変
動
と
、
育
種
技
術

の
発
達
（
純
系
分
離
か
ら
人
工
交
配
へ
）
が
存
在
し
て
い
た
。
純

系
分
離
は
も
と
も
と
あ
る
品
種
の
性
質
を
純
化
し
、
本
来
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
も
の
に
対
し
、
人
工
交
配
は
品
種
の
掛

け
合
わ
せ
に
よ
り
、
新
し
い
性
質
を
持
つ
品
種
の
開
発
が
可
能
で

あ
っ
た
（
65
）
。
そ
の
た
め
満
洲
米
作
可
耕
地
域
の
拡
大
は
人
工
交
配
の

導
入
と
と
も
に
進
展
し
、
早
熟
な
性
質
を
求
め
る
こ
と
で
、
寒
冷

地
域
に
適
す
る
品
種
の
開
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
と
し

て
、
技
術
的
な
進
歩
は
研
究
内
容
の
幅
を
広
げ
、
か
つ
満
洲
国
の

設
立
に
伴
う
権
益
の
拡
大
は
地
域
的
に
も
そ
う
し
た
業
務
内
容
を

実
質
的
に
「
支
え
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
人
農
民
は
南
満
洲
か
ら
北
満
洲
へ
移
住
す
る
に
伴

い
、
適
地
適
作
に
よ
っ
て
寒
冷
地
域
に
適
し
た
品
種
を
栽
培
し
て

い
た
。
そ
れ
ら
は
耐
寒
性
を
持
つ
品
種
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
南

満
洲
に
お
い
て
朝
鮮
在
来
種
を
使
用
し
て
い
た
朝
鮮
人
農
民
は
、

北
満
洲
の
異
な
る
自
然
環
境
や
、
栽
培
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
朝

鮮
在
来
種
か
ら
日
本
種
へ
の
変
更
を
行
っ
て
い
た
。【
表
六
】
で

は
北
満
洲
の
栽
培
品
種
に
、
北
海
、
田
泰
、
富
国
、
松
本
糯
な
ど

が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
内
地
よ
り
持
ち
こ
ま
れ
た
品
種
で
あ
る
。

中
に
は
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
朝
鮮
人
農
民
が
持
ち
こ
ん
だ
も
の
も

多
い
。
な
お
、【
表
六
】
か
ら
は
満
鉄
農
事
試
験
場
で
新
た
に
開

発
さ
れ
た
興
国
、
弥
栄
な
ど
の
「
改
良
種
」
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
同
じ
一
九
四
三
年
に
書
か
れ
た
別
の
文
献
資
料
【
表

五
】
で
は
、
興
国
、
弥
栄
な
ど
の
名
前
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
品

種
は
「
増
加
」
し
つ
つ
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
日
満
農
政
研

究
会
で
は
こ
れ
ら
の
「
改
良
種
」
に
対
し
て
も
期
待
を
抱
き
、
さ

ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
新
た
な
品
種
の
普
及
は
、

地
域
に
よ
っ
て
は
既
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
品
種
の
淘
汰
を
意
味
し

て
い
た
。
耐
寒
性
品
種
の
普
及
に
よ
っ
て
米
作
の
可
耕
地
域
が
増

え
た
一
方
で
、
栽
培
品
種
の
多
い
地
域
で
は
品
種
の
変
更
が
生
じ

て
い
た
。

な
お
、
こ
の
時
「
改
良
種
」
を
含
め
た
奨
励
品
種
は
、
興
農
合

作
社
等
に
よ
り
普
及
が
行
わ
れ
、
農
事
指
導
員
の
指
導
に
よ
っ
て

栽
培
が
促
進
さ
れ
て
い
た
。
満
洲
へ
の
侵
略
過
程
を
見
て
い
く
上

で
、
こ
の
普
及
過
程
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

七
五
（
三
五
一
）



【表六】 満洲各省における主要水稲品種

典拠：前掲『満洲ニ於ケル水稲品種ノ分布』7、10�19、27�33頁、より作成。表中に其他と記述があるものは省略
した。牡丹江省の（札幌赤毛）は北海と改称されており、ほぼ同じ性質をもつ。東安省の（在来種）は同書 29頁に
外見上の特徴が記載されているが、個別の名前が不明である。従って上記 2品種には、括弧をつけた。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
満
洲
米
作
の
展
開
過
程
を
論
じ
る
上
で
、
満
鉄
農
事

試
験
場
の
研
究
業
務
に
着
目
し
、
組
織
と
し
て
の
流
れ
と
一
技
師

の
行
動
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
そ
の
中
で
新
た
に
誕
生
し
た

「
改
良
種
」
が
満
洲
の
米
作
展
開
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

持
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
。

満
鉄
農
事
試
験
場
の
設
立
当
初
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
は
南
、

中
満
洲
で
の
米
作
の
可
能
性
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
主
に

日
本
種
に
て
適
否
試
験
や
純
系
分
離
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

熊
岳
城
分
場
の
技
師
小
島
清
重
郎
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
蓄
積
を
み

て
、
適
応
品
種
の
少
な
い
中
満
洲
と
北
満
洲
に
向
け
た
耐
寒
性
品

種
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
人
工
交
配
を
開
始
し
た
。
彼

は
上
司
の
反
対
を
受
け
な
が
ら
も
、「
満
洲
で
の
稲
作
の
振
興
」

を
目
指
し
、「
非
公
式
」
に
て
開
発
を
始
め
た
。
小
島
の
研
究
は
、

「
有
望
系
統
の
出
現
」
に
伴
い
、
試
験
場
内
に
て
「
正
規
の
扱

い
」
を
受
け
、
結
果
新
た
に
誕
生
し
た
「
改
良
種
」
は
、
奨
励
品

種
と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
過

程
か
ら
は
、
国
策
と
し
て
の
満
鉄
（
移
管
以
後
は
満
洲
国
）
支
配

下
に
あ
る
農
事
試
験
場
の
特
徴
と
、
技
術
者
集
団
と
し
て
の
性
質

も
同
時
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
「
改
良

種
」
や
、
適
否
試
験
を
経
て
評
価
さ
れ
た
品
種
は
、
満
洲
各
地
の

気
温
に
も
適
応
し
、
よ
り
寒
冷
地
で
の
栽
培
が
可
能
で
あ
っ
た
。

満
洲
国
は
、
こ
れ
ら
の
品
種
を
積
極
的
に
普
及
し
た
（
66
）
。

以
上
の
事
実
を
考
え
る
と
、
満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開
に
関

し
て
は
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
朝
鮮
人
農
民
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た

耐
寒
性
品
種
が
適
地
適
作
に
よ
っ
て
選
択
、
栽
培
さ
れ
た
と
い
う

点
だ
け
で
説
明
す
る
の
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
興
亜
が
誕
生
し
た
一
九
三
四
年
以
降
か
ら
は
、
耐
寒
性

を
持
つ
北
部
向
け
の
「
改
良
種
」
が
誕
生
し
、
北
満
洲
に
お
い
て

栽
培
可
能
な
品
種
が
増
加
し
た
。
満
洲
米
作
の
展
開
を
把
握
す
る

た
め
に
は
、
開
発
技
術
の
進
展
と
満
鉄
農
事
試
験
場
の
業
務
内
容

も
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
必
要
が
さ
ら
に
あ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
本
稿
で
は
使
用
資
料
中
に
見
ら
れ
る
「
水
稲
」
に
つ
い
て
分
析

を
行
う
。
満
洲
で
は
陸
稲
の
栽
培
も
水
稲
の
普
及
以
前
に
は
見
ら

れ
た
が
、
関
連
す
る
記
述
が
大
幅
に
少
な
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は

水
稲
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
陸
稲
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

す
る
。

（
２
）
衣
保
中
「
朝
鮮
移
民
与
近
代
東
北
地
区
的
水
田
開
発
技
術
」

『
中
国
農
史
』
二
一
巻
一
期
、
二
〇
〇
二
年
。

（
３
）
金
穎
『
近
代
東
北
地
区
水
田
農
業
発
展
史
研
究
』
北
京
、
中
国

社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

七
七
（
三
五
三
）



（
４
）
松
村
高
夫
「
日
本
帝
国
主
義
下
に
お
け
る
『
満
洲
』
へ
の
朝
鮮

人
移
動
に
つ
い
て
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
慶
應
義
塾
経
済
学
会
六
三

巻
六
号
、
一
九
七
〇
年
。

（
５
）
朴
敬
玉
「
朝
鮮
人
移
民
の
中
国
東
北
地
域
へ
の
定
住
と
水
田
耕

作
の
展
開
―
一
九
一
〇
〜
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
に
」『
現
代
中

国
』
八
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
６
）
こ
こ
で
は
満
洲
の
米
作
展
開
を
論
じ
た
先
行
研
究
を
指
す
。
な

お
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
組
織
的
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、

山
本
晴
彦
「
満
州
に
お
け
る
農
事
試
験
研
究
の
歴
史
的
検
討
と
中

国
の
農
業
技
術
高
度
化
へ
の
正
の
遺
産
と
し
て
の
評
価
お
よ
び
そ

の
現
代
的
意
義
」（
財
団
法
人
Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
「
二
〇
〇
六

年
度
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
助
成
」）
が
あ
る
。
山
本
氏
は
満
鉄
農
事
試

験
場
の
組
織
概
要
、
刊
行
物
、
職
員
名
簿
等
の
情
報
を
ま
と
め
、

こ
れ
ら
の
特
徴
が
、
現
代
中
国
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
特
に
農
事
試
験
場
の
開
設
や
廃
止
時
期
、
お
よ
び
職

員
の
出
身
校
に
つ
い
て
の
説
明
が
詳
し
い
。
た
だ
し
、
山
本
氏
の

研
究
で
は
、
満
洲
米
作
に
関
す
る
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
７
）
「
日
本
種
は
主
に
日
露
戦
争
後
、
日
本
人
が
水
稲
栽
培
に
着
手

す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
就
中
大

正
二
年
以
降
満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
及
各
地
方
事
務
所
試

作
地
に
於
て
内
地
又
は
朝
鮮
方
面
よ
り
日
本
種
を
移
輸
入
し
試
作

の
結
果
、
適
量
と
認
め
ら
れ
漸
次
普
及
さ
れ
た
も
の
が
多
い
」（
南

満
洲
鉄
道
株
式
会
社
農
事
試
験
場
『
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培
』

農
事
試
験
場
報
告
第
三
十
二
号
、
一
九
三
一
年
、
六
一
頁
）。

（
８
）
武
衡
主
編
『
東
北
区
科
学
技
術
発
展
史
資
料

解
放
戦
争
時
期

和
建
国
初
期
』
農
業
巻
、
中
国
学
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
六

四
頁
。
原
載
は
『
東
北
農
業
』
第
二
期
（
一
九
四
九
年
）
で
あ
る
。

他
に
富
国
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
富
国
に
つ
い
て
は
注
九
を

参
照
。

（
９
）
富
国
は
北
海
道
農
事
試
験
場
上
川
支
場
に
お
い
て
、
中
生
愛
国

と
坊
主
六
号
の
人
工
交
配
に
て
誕
生
し
た
品
種
で
あ
る
。
満
鉄
農

事
試
験
場
に
て
適
否
試
験
が
な
さ
れ
、
一
九
四
三
年
に
普
及
が
推

進
さ
れ
た
。

（
１０
）
中
国
農
業
科
学
院
作
物
育
種
栽
培
研
究
所
編
『
為
革
命
種
好
水

稲
』
北
京
、
農
業
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
三
三
―
三
七
頁
。

（
１１
）
前
掲
『
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培
』
六
〇
頁
。

（
１２
）
資
料
に
よ
っ
て
は
試
験
を
経
て
も
性
質
の
変
わ
ら
な
い
も
の
も

改
良
種
に
含
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
満
鉄
農
事
試
験
場
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
品
種
を
他
と
明
確
に
区
別
す
る
た
め
、
性
質
の
「
改

良
」
さ
れ
た
も
の
の
み
を
「
改
良
種
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
日
本
種

の
中
に
は
内
地
に
お
い
て
「
改
良
」
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、

本
稿
の
分
析
対
象
で
は
な
い
た
め
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
「
改
良

種
」
と
し
な
い
。

（
１３
）
産
業
部
農
務
司
『
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培
法
』
産
業
部
資
料

（
五
二
）
一
九
四
〇
年
、
一
二
―
一
五
頁
。
満
洲
の
米
作
可
能
地
帯

が
最
南
部
、
南
部
、
中
部
、
北
部
、
最
北
部
の
五
つ
に
分
類
さ
れ

る
が
、
さ
ら
に
栽
培
不
可
能
地
帯
を
あ
わ
せ
る
と
六
つ
に
分
け
ら

れ
る
。

（
１４
）
同
右
一
二
頁
で
は
、「
品
種
の
栽
培
能
否
の
分
れ
る
限
界
は
夏

季
の
気
温
の
高
低
よ
り
も
寧
ろ
生
育
期
間
の
長
短
換
言
す
れ
ば
成

熟
期
に
於
け
る
気
温
低
下
の
早
晩
に
支
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
き
い

と
思
惟
せ
る
が
た
め
で
あ
る
」
と
述
べ
、
稲
作
栽
培
上
最
も
重
要

史
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で
あ
っ
た
の
が
成
熟
期
に
お
け
る
気
温
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。
な
お
、
満
洲
の
地
帯
区
分
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が

存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
品
種
開
発
（
こ
こ
で
は
早
生
化
を
意
味

す
る
）
の
文
脈
の
中
で
満
洲
米
作
を
と
ら
え
る
た
め
、
こ
の
地
帯

区
分
を
採
用
し
た
。
他
に
は
例
え
ば
、
満
鉄
農
事
試
験
場
技
師
香

村
岱
二
に
よ
る
、
自
然
環
境
よ
り
農
業
地
帯
を
区
分
し
、
農
作
物

の
種
類
、
農
業
経
営
形
態
等
を
考
慮
し
て
、
満
洲
を
七
地
帯
一
八

地
区
に
分
類
し
た
も
の
、
満
洲
取
引
所
の
仲
介
や
精
米
業
を
行
っ

て
い
た
荻
原
昌
彦
に
よ
る
栽
培
日
数
に
基
づ
い
て
満
洲
を
南
、
中
、

北
の
三
つ
に
区
分
し
た
も
の
（
朴
敬
玉
氏
引
用
）、
満
鉄
農
事
試
験

場
技
師
伊
藤
栄
之
祐
に
よ
る
、
各
地
の
栽
培
品
種
と
稲
の
育
成
期

間
に
基
づ
い
て
満
洲
を
南
部
地
区
、
中
部
地
区
、
北
部
地
区
、
間

島
地
区
の
四
つ
に
区
分
し
た
も
の
（
金
穎
氏
引
用
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１５
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
農
事
試
験
場
『
農
事
試
験
場
要
覧
』
一

九
二
二
年
、
一
頁
。

（
１６
）
同
右
、
一
頁
。

（
１７
）
例
え
ば
陸
稲
、
大
麦
、
小
麦
、
裸
麦
、
燕
麦
、
黍
、
稗
、
玉
蜀

黍
、
小
豆
、
菜
豆
、
緑
豆
、
蕎
麦
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
１８
）
「
普
通
作
物
」
と
し
て
杏
、
洋
梨
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
莞
草
、

大
豆
、
高
梁
、
粟
、
黍
、
玉
蜀
黍
、
小
豆
、「
特
用
作
物
」
と
し
て

亜
麻
、
青
麻
、
大
麻
、
落
花
生
、
甜
菜
、
棉
、
忽
布
な
ど
が
あ
っ

た
。

（
１９
）
南
満
洲
鉄
道
産
業
試
験
場
『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
産
業
試
験

場
要
覧
』
一
九
一
六
年
、
一
三
―
一
四
頁
。
第
三
条
に
は
他
に

「
技
術
員
ハ
場
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
技
術
ニ
従
事
ス
」
等
が
あ
る
。

（
２０
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
興
業
部
農
務
課
『
満
蒙
農
業
開
発
策
及

本
社
之
農
業
施
設
概
要
』
一
九
二
五
年
、
一
七
、
二
七
頁
。

（
２１
）
同
右
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
２２
）
同
右
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
２３
）
一
九
二
一
年
お
よ
び
一
九
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
満
洲
の
水

田
』
は
石
津
半
治
に
よ
り
、
一
九
三
二
年
の
『
満
洲
の
水
田
』
は

黒
澤
謙
吾
（
注
５０
）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。

（
２４
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
地
方
部
地
方
課
『
南
満
洲
米
作
概
況
』

産
業
資
料
（
其
一
）
一
九
一
四
年
、
二
九
頁
。

（
２５
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
地
方
部
地
方
課
『
南
満
洲
米
作
概
況
』

産
業
資
料
（
其
一
〇
）
一
九
一
八
年
、
一
〇
八
頁
。

（
２６
）
同
右
、
四
九
頁
。

（
２７
）
前
掲
『
南
満
洲
米
作
概
況
』
産
業
資
料
（
其
一
〇
）
五
四
頁
。

（
２８
）
同
右
、
五
七
頁
に
よ
る
と
、
長
春
地
方
事
務
所
は
一
九
一
二
年

に
つ
く
ら
れ
、
試
験
田
の
位
置
は
長
春
付
属
地
公
園
予
定
地
内
で

あ
っ
た
と
い
う
。

（
２９
）
前
掲
『
南
満
洲
米
作
概
況
』
産
業
資
料
（
其
一
〇
）
六
二
頁
。

（
３０
）
前
掲
『
南
満
洲
米
作
概
況
』
産
業
資
料
（
其
一
〇
）
六
七
頁
。

（
３１
）
「
南
満
の
米
作
一
―
七
」『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
一
三
年
八
月

二
七
日
―
一
九
一
三
年
九
月
三
日
。

（
３２
）
前
掲
『
南
満
洲
米
作
概
況
』
産
業
資
料
（
其
一
〇
）
七
一
―
七

三
頁
。
朝
鮮
在
来
種
は
朝
鮮
の
乾
燥
し
た
気
候
に
適
し
、
耐
乾
性

を
有
し
て
い
た
こ
と
も
、「
粗
放
」
な
栽
培
を
可
能
と
し
て
い
た
。

（
３３
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
興
業
部
農
務
課
『
満
洲
の
水
田
』
産
業

資
料
（
其
一
四
）
一
九
二
一
年
、
五
二
頁
。

（
３４
）
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
農
事
試
験
場
『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

農
事
試
験
場
要
覧
』
一
九
二
八
年
、
七
一
頁
。

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

七
九
（
三
五
五
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（
３５
）
同
右
、
七
一
頁
。

（
３６
）
熊
岳
城
分
場
設
立
以
前
は
苗
圃
場
で
あ
っ
た
（
一
九
〇
九
年
に

設
立
さ
れ
た
）。

（
３７
）
満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
水
稲
試
験
地
設
定
時
（
五
六
、

五
五
五
平
米
）
か
ら
一
九
二
二
年
に
は
二
七
、
〇
七
四
平
米
、
一

九
二
八
年
に
は
一
、
六
三
九
平
米
を
追
加
し
た
。

（
３８
）
満
洲
に
お
い
て
米
の
消
費
は
主
に
日
本
人
と
都
市
在
住
の
裕
福

な
漢
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
水
稲
の
栽
培
を
行
っ
て
い
た

朝
鮮
人
農
民
は
、
米
を
売
り
払
い
、
よ
り
安
価
な
穀
物
を
購
入
し

て
生
活
を
維
持
し
て
い
た
。

（
３９
）
前
掲
『
農
事
試
験
場
業
績

熊
岳
城
分
場
編
』
一
八
五
頁
。

（
４０
）
筆
者
が
認
識
し
て
い
る
品
種
に
限
り
、
二
重
線
、
太
字
に
し
て

い
る
。

（
４１
）
前
掲
『
満
洲
に
於
け
る
水
稲
栽
培
法
』
産
業
部
資
料
（
五
二
）

一
七
頁
。

（
４２
）
小
島
は
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
農
学
科
を
卒
業
し
て
か
ら
、
農

林
省
鴻
巣
試
験
地
勤
務
を
経
て
、
一
九
二
八
年
に
満
鉄
農
事
試
験

場
に
入
場
し
た
（
水
稲
の
研
究
者
で
あ
っ
た
山
崎
義
人
の
紹
介
に

よ
る
）。
満
鉄
農
事
試
験
場
に
所
属
し
て
い
た
時
の
経
歴
は
注
六
二

に
お
い
て
説
明
を
加
え
た
。
終
戦
後
は
栃
木
県
経
済
部
農
務
課
係

長
、
次
長
を
経
て
、
栃
木
農
事
試
験
場
次
長
、
農
業
講
習
所
長
代

理
を
務
め
た
。『
水
稲
興
国
及
弥
栄
に
就
い
て
』（
一
九
四
二
年
）、

『
満
洲
ニ
於
ケ
ル
水
稲
品
種
ノ
分
布
』（
一
九
四
三
年
）、『
農
業
の

満
洲
』
等
に
執
筆
し
て
い
る
。

（
４３
）
原
文
に
な
ら
い
、
旧
仮
名
づ
か
い
の
ま
ま
と
し
た
。

（
４４
）
熊
岳
城
会
『
熊
岳
城
会
誌
』
熊
岳
城
会
事
務
所
、
一
九
八
六
年
、

三
八
頁
。

（
４５
）
同
右
、『
熊
岳
城
会
誌
』
三
九
頁
。

（
４６
）
同
右
、
三
九
頁
。
小
島
は
「
人
工
交
配
に
よ
る
育
種
は
、
水
稲

を
以
て
嚆
矢
」
と
し
、「
上
司
も
自
信
を
持
ち
得
な
か
っ
た
」
こ
と
、

ま
た
「
日
本
政
府
当
局
に
お
い
て
、
満
洲
に
お
け
る
稲
作
は
日
本

農
業
の
中
核
た
る
稲
作
農
家
の
脅
威
に
な
り
は
し
な
い
か
と
の
疑

念
」
が
あ
っ
た
た
め
「
水
稲
の
育
種
に
関
し
て
極
め
て
消
極
的
」

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
４７
）
同
右
、『
熊
岳
城
会
誌
』
三
九
頁
。

（
４８
）
同
右
、
三
九
頁
。

（
４９
）
「
育
種
の
試
験
圃
場
で
は
多
数
の
有
望
系
統
が
出
現
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
事
実
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、
異
議
な
く
歓
迎
裡

に
正
規
の
扱
い
と
な
っ
た
」（
同
右
、『
熊
岳
城
会
誌
』
三
九
頁
）。

（
５０
）
「
世
界
水
稲
栽
培
の
最
北
限
地
と
し
て
の
満
洲
北
部
に
対
し
優

良
な
る
品
種
の
提
供
出
現
を
見
る
な
ら
ば
斯
業
の
前
途
に
は
一
層

の
輝
か
し
さ
を
加
へ
る
で
あ
ろ
う
」（
香
村
岱
二
編
『
満
洲
の
水

田
』
満
洲
農
事
協
会
、
一
九
三
二
年
、
一
八
六
頁
）。
二
頁
に
は
、

「
本
書
編
纂
者
は
課
員
黒
澤
謙
吾
で
あ
る
。
昭
和
七
年
七
月
地
方
部

農
務
課
」
と
あ
る
。
黒
澤
は
小
島
よ
り
も
先
に
満
鉄
農
事
試
験
場

に
入
場
し
、
主
に
中
南
部
の
水
稲
研
究
を
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ

る
。

（
５１
）
島
内
満
男
編
『
水
稲
新
品
種
育
成
報
告
』
満
洲
国
立
農
事
試
験

場
報
告
四
四
号
、
満
洲
国
立
農
事
試
験
場
、
一
九
四
二
年
、
一
、

一
七
、
三
三
頁
。
本
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
水
稲
新
品
種
育
成
試

験
に
直
接
従
事
し
た
職
員
は
小
島
清
重
郎
（
国
立
農
事
試
験
場
遼

陽
支
場
長
）、
北
澤
益
一
郎
（
元
満
鉄
農
事
試
験
場
大
楡
樹
在
勤
職

史
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員
）、
戸
村
一
男
（
佳
木
斯
支
場
技
佐
）、
青
木
政
春
（
国
立
農
事

試
験
場
技
士
）
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
史
料
中
に
記
載
さ
れ
て
い

る
一
九
四
二
年
当
時
の
職
名
）。

（
５２
）
「
北
海
は
其
原
種
札
幌
赤
毛
と
称
せ
る
も
の
で
元
満
鉄
採
取
田

に
於
て
品
種
比
較
試
験
の
結
果
優
良
な
る
を
認
め
北
海
と
改
称
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
」（
戸
村
一
男
、
中
村
誠
助
、
小
島
清
重
郎
『
満

洲
ニ
於
ケ
ル
水
稲
品
種
ノ
分
布
』
日
満
農
政
研
究
報
告
二
四
輯

（
技
ノ
五
）、
日
満
農
政
研
究
会
新
京
事
務
局
、
一
九
四
三
年
、
二

六
頁
）。
し
か
し
地
方
に
よ
っ
て
は
そ
の
姿
が
別
の
品
種
と
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、
別
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
間
島

省
で
は
北
海
が
津
軽
早
生
、
吉
林
省
九
台
県
で
は
紅
毛
子
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
５３
）
前
掲
『
水
稲
新
品
種
育
成
報
告
』
二
頁
。

（
５４
）
同
右
、
二
頁
。

（
５５
）
同
右
、
三
四
頁
。

（
５６
）
同
右
、
一
八
頁
。

（
５７
）
寒
冷
地
で
は
、
稲
の
成
熟
期
に
寒
気
が
到
来
し
て
し
ま
う
と
、

不
稔
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
成
熟
の
早
い
早
生
種
を

栽
培
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（
５８
）
山
本
晴
彦
氏
は
前
掲
報
告
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

満
洲
国
政
府
は
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
間
に
「
克
山
、

哈
爾
濱
、
佳
木
斯
と
南
満
地
方
の
錦
縣
に
農
事
試
験
場
を
設
立
し

て
お
り
、
満
州
国
内
に
お
い
て
は
農
事
試
験
研
究
機
関
が
『
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
』
と
『
満
州
国
政
府
』
の
二
つ
の
組
織
で
実
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」（
前
掲
「
満
州
に
お
け
る
農
事
試
験

研
究
の
歴
史
的
検
討
と
中
国
の
農
業
技
術
高
度
化
へ
の
正
の
遺
産

と
し
て
の
評
価
お
よ
び
そ
の
現
代
的
意
義
」
三
〇
頁
）。
満
鉄
農
事

試
験
場
は
一
九
三
八
年
に
満
洲
国
の
農
事
試
験
場
と
ひ
と
つ
に
な

り
、
国
立
農
事
試
験
場
と
な
っ
た
。

（
５９
）
一
九
三
八
年
に
満
洲
国
に
移
管
さ
れ
て
か
ら
も
、
国
立
農
事
試

験
場
は
興
農
部
大
臣
の
管
理
の
も
と
で
、
満
鉄
農
事
試
験
場
の
施

設
、
職
員
を
引
き
継
ぎ
研
究
活
動
が
行
わ
れ
た
。

（
６０
）
日
満
農
政
研
究
会
組
織
要
綱
の
方
針
は
以
下
に
記
し
た
。「
日

満
一
体
ノ
原
則
及
満
洲
建
国
ノ
精
神
ニ
基
キ
日
満
不
可
分
関
係
ノ

確
保
強
化
並
日
満
両
国
ニ
於
ケ
ル
農
業
ノ
相
互
発
展
、
農
民
及
農

村
ノ
共
存
共
栄
ヲ
目
途
ト
ス
ル
両
国
農
業
政
策
ノ
調
整
及
両
国
農

民
、
農
村
ノ
提
携
融
和
並
特
ニ
満
洲
国
ニ
於
ケ
ル
農
事
諸
般
ノ
総

合
的
発
展
ニ
資
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
両
国
ニ
関
連
ア
ル
農
政
各
般
ノ

重
要
事
項
ヲ
調
査
研
究
ス
ル
為
日
満
両
国
ニ
於
ケ
ル
農
事
関
係
ノ

権
威
者
ヲ
以
テ
日
満
農
政
研
究
会
ヲ
設
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
日
満

農
政
研
究
会
『
日
満
農
政
研
究
会
第
一
回
総
会
速
記
録
』
一
九
三

九
年
、
一
五
五
頁
）。

（
６１
）
日
満
農
政
研
究
会
（
第
一
回
総
会
時
）
に
は
日
本
側
の
出
席
者

に
安
藤
廣
太
郎
、
高
岡
熊
雄
、
那
須
皓
、
橋
本
傳
左
衛
門
、
東
畑

精
一
な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
満
鉄
農
事
試
験
場
か
ら
は
公

主
嶺
農
事
試
験
場
長
香
村
岱
二
、
克
山
農
事
試
験
場
長
村
越
信
夫

が
参
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
小
島
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。

（
６２
）
小
島
は
一
九
二
八
年
に
満
鉄
農
事
試
験
場
熊
岳
城
分
場
種
芸
科

に
就
任
後
、
一
九
三
四
年
に
興
亜
を
誕
生
さ
せ
、
同
年
に
種
芸
科

長
に
昇
進
し
た
。
ま
た
一
九
三
五
年
に
は
興
国
、
弥
栄
を
誕
生
さ

せ
、
一
九
三
八
年
に
は
熊
岳
城
農
事
試
験
場
長
、
一
九
三
九
年
に

は
佳
木
斯
農
事
試
験
場
長
（
同
遼
陽
農
事
試
験
場
長
を
歴
任
）
に

満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開

一
九
一
三
―
一
九
四
五

八
一
（
三
五
七
）



昇
進
し
た
。
佳
木
斯
は
満
洲
北
部
に
位
置
す
る
米
作
地
帯
で
あ
る
。

小
島
の
昇
進
は
、
中
北
部
向
け
品
種
の
誕
生
と
時
期
的
に
関
連
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
過
程
は
満
洲
国
の
農
業
政
策
の
変
化
に
伴
っ

て
お
き
た
小
島
に
対
す
る
評
価
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６３
）
前
掲
『
満
洲
ニ
於
ケ
ル
水
稲
品
種
育
成
増
殖
並
ニ
普
及
ニ
関
ス

ル
研
究
』
二
〇
頁
。

（
６４
）
本
書
は
技
術
委
員
田
中
定
夫
、
戸
村
一
男
、
山
川
福
之
助
、
中

村
誠
助
の
四
名
と
公
主
嶺
農
事
試
験
場
技
士
青
木
政
春
の
計
五
名

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

（
６５
）
一
九
三
六
年
、
熊
岳
城
の
農
事
試
験
場
長
で
あ
っ
た
渡
邊
柳
蔵

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
純
系
分
離
の
方
法
で
は
今
ま
で
存

在
し
て
無
か
つ
た
性
質
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
工
交
配

を
行
ひ
新
し
い
雑
種
を
作
れ
ば
今
ま
で
世
の
中
に
存
在
し
て
い
な

か
つ
た
全
然
の
新
種
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
渡
邊
柳
蔵
「
輓

近
の
農
事
試
験
事
業
趨
勢
」『
農
業
の
満
洲
』
八
巻
一
一
号
、
一
九

三
六
年
、
三
頁
）。
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
品
種
と
異
な
る
性
質

の
新
種
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
栽
培
地
の
拡
大
が
よ
り
可
能
と
な

っ
た
。

（
６６
）
奨
励
品
種
で
あ
る
日
本
種
と
「
改
良
種
」
が
充
分
な
灌
漑
設
備

を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
満
洲
各
地
に
お
け
る
灌
漑
施

設
の
建
設
状
況
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

八
二
（
三
五
八
）


